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ふきのハウスの中で 4月16日一木守一

圏回国回国国
わたしたちは、農村のゆとりと都市の活力をあわせもつ
豊かなまちづくりをめざし、次の目l嚢を定めます。
－、水と猿と伝緋を生かし、文化の香りを高めます。
－、ふれあいを大切にし、明るいまちをつくります。
－、仲間の輪をひろげ、生活を創り楽しむま吉にします。
－、みんなで、住みたくなるまぢづくりiこつとめます。

4　月　の税金

軽　自　動車税　納期限4月30日（火）まで

納　期　5月16日（木）一31 （金）
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町
づ
く
り
を

丁
一
一
一
億
二
千
五
百
十
四
万
七
千
円

第
変
化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
力
点
を
お
い
て

櫛
（
一
　
遠
賀
町
長
　
柴
　
田
　
貫
　
蔵

《
　
昭
和
六
十
年
璧
年
間
の
本
町
の
施
舘
を
織
り
込
ん
だ
予
算
が
、
三
月
定

例
議
会
で
成
立
い
た
し
ま
し
た
。
本
毎
度
の
予
算
総
額
は
、
一
般
会
彗
〒

三
億
二
千
五
百
十
四
万
七
千
円
で
前
年
些
二
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
と

黙
　
な
っ
て
お
り
ま
す
。
六
特
別
会
計
予
第
は
十
五
億
九
千
百
二
万
二
千
円
で
あ

霊
。
辞
に
当
た
。
ま
し
て
は
、
努
馨
の
馨
る
と
と
も

に
、
三
万
年
の
実
施
計
画
を
館
定
し
、
今
後
よ
り
一
層
計
画
的
な
行
政
運
営

．
～
　
を
推
進
す
る
た
め
限
り
あ
る
財
源
の
よ
り
効
率
的
な
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

次
に
歳
入
、
歳
出
別
に
こ
説
明
申
し
上
げ
ま
す
と
、
－
。

歳
　
　
　
入

本
町
の
財
源
は
、
自
主
財
源
（
地
方
税
、
分
担
金
お
よ
び
負
担
金
、
使
用

料
手
数
料
、
財
産
収
入
、
寄
附
金
、
繰
入
金
、
繰
越
金
、
詣
収
入
で
、
町
が

自
主
的
に
収
入
し
う
る
財
源
）
と
依
存
財
源
（
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出

金
、
県
支
出
金
、
地
方
譲
与
説
、
地
方
債
で
国
や
県
の
惹
恵
決
定
に
基
づ
く

財
源
）
で
麗
さ
れ
て
お
り
自
主
財
涙
比
率
は
里
ハ
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

主
な
歳
入
は
、
町
税
八
億
九
千
八
百
四
十
六
万
三
千
円
（
構
成
比
二
七

パ
ー
セ
ン
ト
）
地
方
交
付
税
六
億
七
千
万
円
（
構
成
比
二
〇
・
二
パ
ー
セ
ン

ト
）
国
庫
支
出
金
二
億
九
千
五
百
七
十
四
万
六
千
円
（
構
成
比
八
・
九
パ
ー

セ
ン
ト
）
県
支
出
金
二
億
四
千
三
十
九
万
一
千
円
（
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）

諸
収
入
四
億
六
百
九
十
八
万
三
千
円
（
構
成
比
三
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
町

償
四
億
七
千
八
十
万
円
（
構
成
比
一
四
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
り
ま
す
。

歳
　
　
　
出

歳
出
は
、
技
資
的
経
費
（
普
通
建
設
敵
襲
費
、
災
害
復
旧
現
業
費
、
失
業

対
筒
賀
な
ど
支
出
の
効
果
が
資
本
形
成
に
向
け
ら
れ
る
も
の
）
と
饗
的
軽

質
（
人
件
費
、
物
件
費
、
維
持
補
修
費
、
扶
助
費
、
補
助
費
な
ど
後
毎
度
に

形
を
残
さ
な
い
槌
皆
の
経
費
）
と
か
ら
穐
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
年
度
の
予
算
で
す
が
、
毀
資
的
経
費
は
棲
出
総
額
に
対
し
四

二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
十
四
億
一
千
五
百
八
十
一
万
四
千
円
投
入
し
、
壁
業

関
係
揖
薬
や
失
業
対
策
噌
薬
、
災
害
復
旧
孤
薬
、
通
路
・
公
園
整
備
、
コ
ミ

ニ
テ
ィ
ー
・
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
、
漕
艇
場
建
設
、
教
轟
整
備
な
ど

を
行
い
ま
す
。

次
に
目
的
別
で
は
、
試
会
費
七
千
五
十
五
万
三
千
円
、
総
務
費
三
億
九
千

二
百
二
十
八
万
六
千
円
、
保
育
園
児
の
措
置
費
、
生
起
健
康
診
歪
、
検
診
、

予
防
接
種
等
住
民
の
福
祉
の
向
上
、
僅
撰
対
節
な
ど
民
生
費
、
衛
生
寅
に
五

億
七
千
六
百
三
十
七
万
六
千
円
、
失
業
者
の
雇
用
促
進
を
図
る
労
働
費
は
一

億
六
千
九
百
八
十
四
万
六
千
円
、
盛
業
振
興
、
商
工
業
振
興
買
三
億
二
百
五

十
五
万
円
、
道
路
、
河
川
の
改
良
、
維
籍
修
、
蟹
量
動
公
園
整
備
砥
薬

な
ど
に
七
億
四
千
百
二
十
五
万
七
千
円
、
住
民
の
生
活
安
定
の
た
め
の
消
防

費
に
一
堂
（
百
二
十
二
万
七
千
円
、
壁
か
な
心
づ
く
り
や
、
コ
ミ
ニ
テ

ィ
・
文
化
セ
ン
タ
ー
建
設
、
漕
艇
場
建
設
な
ど
教
育
鼓
に
五
億
五
千
四
百
三

十
四
万
九
千
円
、
自
問
サ
イ
フ
ォ
ン
改
築
費
な
ど
鉱
害
復
旧
悪
業
費
に
一
億

六
千
七
百
万
円
を
計
上
し
、
都
市
蕃
盤
整
備
は
も
と
よ
り
三
世
紀
を
展
望

し
、
豊
か
な
心
を
育
て
る
人
づ
く
り
、
心
に
う
る
お
い
を
も
た
ら
す
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
の
娠
興
な
ど
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

以
上
が
予
算
の
大
綱
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
遊
楽
の
実
施
に
つ
き
ま

し
て
は
、
た
だ
今
職
員
が
観
想
計
画
を
進
め
て
お
り
、
五
月
か
ら
若
手
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
関
係
者
の
皆
様
、
こ
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。



町民一人あたりの予算内訳

・歳出それぞれ

209，762円

－ �本年度 �前年度 予算額 �比　較 �対前 
持別会計＼ �予算額 ���牛皮 

国民鈍麻保 険事案 �503．912 �453．474 �50．438 �′′ 11．1 

農薬共済 事∴∴∴薬 �41．758 �40．939 �819 �2．0 

住宅新築演金 �55．603 �41．302 �14．301 �34．6 

霊園膏薬 �208．881 �237．970 �∠ゝ 29．（鳩9 �△ 12．2 

事∴∴∴楽 �146．199 �145．333 �866 �0．6 

老人保険 事∴∴∴薬 �634．669 �479．826 �154．843 �32．3 

本年度予算額 �前年度予算額 �比　　較 �％ 

町　　　　　　　　　税 �898．463 �892．911 �5．552 �27．0 

地　方　譲　与　税 �35．000 �35．000 �0 �1．1 

娯楽施設利用税交付金 �35．000 �35．000 �0 �1．1 

自動車取得税交付金 �35，000 �35，000 �0 �1．1 

地　方　交　付　税 �670、000 �670，000 �0 �20．2 

交通安全対策特別交付金 �1．900 �1，700 �200 �0．1 

分担金及び負担金 �54，757 �55．671 �△　914 �1．6 

使用料及び手教科 �19．834 �17．586 �2．248 �0．6 

国　庫　支　出　金 �295．746 �484，286 �∠ゝ 188．540 �8．9 

県　　支　　出　　金 �240．391 �64．852 �175．539 �7．2 

財　　産　　収　　入 �66．055 �61．879 �4．176 �2．0 

寄　　　　附　　　　金 �1 �14．001 �△14．000 �－ 

繰　　　　入　　　　金 �4．252 �5．402 �△1．150 �0．1 

繰　　　　越　　　　金 �90．965 �62．670 �28．295 �2．7 

諸　　　　収　　　　入 �406．983 �398．696 �8．287 �12．2 

町　　　　　　　　　償 �470．800 �138．300 �332．500 �14．1 

成　人　合　計 �3．325，147 �2．972，954 �352，193 �100．0 

本年度予算額 �前年度予算額 �比　　較 �′′ 

識　　　　会　　　　費 �70．553 �68．793 �1．760 �2．1 

総　　　　務　　　　費 �392．286 �402．418 �△10、132 �11．8 

民　　　　生　　　　費 �346．372 �330．489 �15．883 �10．4 

衛　　　　生　　　　費 �230．004 �162．607 �67．397 �6．9 

労　　　　働　　　　貸 �169．846 �361．966 �△ 192．120 �5．1 

農∴林　水　産　業　賞 �195．179 �103．125 �92，054 �5．9 

商　　　　工　　　　費 �7．371 �32，711 �△25．340 �0．2 

土　　　　木　　　　賀 �740，257 �433，830 �306．427 �22．3 

消　　　　防　　　　費 �106，727 �104．522 �2．205 �3．2 

教　　　　育　　　　費 �554，349 �482，977 �71．372 �16．7 

災　害　復　旧　費 �177．000 �172．000 �5．000 �5．3 

公　　　　債　　　　賞 �315．202 �287．594 �27．608 �9．5 

誰　　支　　出　　金 �1 �9．922 �△9、921 �－ 

予　　　　備　　　　費 �20．000 �20．000 �0 �0．6 

歳　出　合　計 �3，325，147 �2．972．9軸 �352，193 �100〟0 



第501号　　　　　　　　　　　　　　　　僅⑱箇勉餅（4）
〃側聞Iil用q脚ImiIIlnlul叩I…iiI聞相聞ilIi”uIu…川u‖iPIuI皿ii皿iiii脚…日間日周恥iliil……調一Pi…I……mm………imI叩i恥IⅢ…肌iIilmiiiii叩IuI剛iP…imi叫i州i…＝…Iilil”PIiiIi”日間日脚minIill

こ‾　‾　‾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　－　　　　　i

昭和60年度の役員が決まりまし

よ昭和60年3月末日現在の紋です）（空白は4月23日現注未定）＝敬称略＝ 

松 ノ 本 �中 央 �広 道 宮 ��波 広 渡 �旧 停 �新 町 �遠 賀 川 �木 守 �老 良 �東 和 苑 �渋 木 �東 町 �西 町 �芙 蓉 �虫 生 津 �若 菜 ム ロ �上 別 府 �今 古 賀 �別 千 代 丸 �府 別 府 �尾 崎 �鬼 津 �若 松 �島 津 �行 政 区 区 分 

15 �7 �2 ��15 �9 �26 �18 �7 �5 �20 �14 �7 �6 �5 �14 �2 �8 �6 �5 �15 �6 �10 �5 �4 �隣 組 

437 �175 �45 ��叡 �122 �002 �509 �178 �75 �372 �2塊 �140 �72 �90 �173 �31 �221 �1撮 �47 �374 �1飴 �190 �97 �32 �世 帯 

1，㈱ �678 �137 ��脚 �374 �1．雌 �951 �「倣 �2臓 �1．449 �9鵜 �捌 �鶴6 �343 �578 �1無 �897 �414 �172 �1．拙 �6節 �759 �378 �1如 �人 口 

樋 口 滞 �西 村 信 夫 �薫 別 房 ���枝 沢 恵 士 � �西 村 松 太 郎 �高 崎 垂 徳 �高 崎 患 71で �田 平 征 四 郎 �松 本 義 己 �篠 田 寿 �石 田 金 久 �八 角 廊 �吉 野 辰 実 �有 田 政 美 �石 松 松 五 郎 �永 田 明 �和 田 共 生 ��畑 生 成 昭 �帝 幸 光 �舛 添 八 郎 �大 場 発 信 �区 長 

浜 田 茨 郎 � �水 上 貞 士 ��区 長 兼 務 �区 長 兼 務 � �白 石 晴 彦 �白 木 利 基 �区 長 兼 務 � �谷 口 芳 郎 � � � �縄 手 武 重 � �区 長 兼 務 �柴 田 ● 日 隆 �花 田 次 男 �区 長 兼 務 �高 山 国 光 �区 長 兼 務 �小 野 邦 椎 �区 長 兼 務 �生 産 姐 A LI 長 

八 尋 勇 �土 日 村 達 雄 �水 上 均 ��古 墳 文 麿 �区 長 兼 務 � �個 展 輝 椎 �小 川 文 彦 �原 田 清 和 �志 賀 盤 �岩 村 武 男 �西 経 �大 田 秋 雄 �小 笠 原 照 樹 �小 松 茂 美 �佐 藤 楯 �桝 田 忠 雄 �子 迫 信 雄 �土 田 政 審 �泉 原 計 太 郎 �児 玉 久 清 �太 田 恒 雄 �舛 添 定 男 �矢 野 寿 英 雄 �公 民 館 長 

土 屋 治 伸 �野 口 i三， 扇 �水 上 登 忠 夫 ���原 田 正 武 � �田 中 政 義 �福 田 秀 美 �添 田 正 �菊 池 瑳 �田 中 豊 彦 �安 高 清 美 �湛 水 英 則 �浅 田 義 満 �董 俊 �佐 藤 糟 � �子 迫 敏 雄 �白 水 登 幸 �河 原 英 幸 �古 畑 貴 芙 �棄 敏 幸 �然 泰 司 �安 永 多 富 男 �体 育 部 長 

太 田 和 夫 �重 広 公 子 �矢 野 孝 ���瀬 戸 あ や 子 �米 田 裕 司 �牧 迫 健 �奥 田 勝 行 �野 村 辰 夫 �鈴 木 茂 彦 �小 田 一皿 EI 介 �勝 島 シ ゲ 子 �岩 崎 英 俊 �町 田 輝 姓 �吉 野 伊 佐 男 �山 下 敬 子 �平 山 稔 �土 i二一 日 隆 �谷 口 征 男 ��福 島 昭 夫 �川 村 秀 子 �山 口 保 障 �矢 野 末 子 �子 ど 碁 青 成 合 」霊 

添 田 松 美 �毒 発 意 �原 田 善 人 ���貞 末 士 こす 助 �本 田 登 �西 村 松 太 郎 �住 田 東 �小 山 才 蔵 �菊 池 萱 �松 尾 続 �平 鴫 明 �長 谷 型 ‡筆 書 �山 田 政 治 �石 田 惇 �藤 野 豊 �石 松 美 馬 �柴 田 義 昭 �野 村 弘 �森 和 博 �ニー二 g⊃ 田 猛 �帝 博 光 �小 野 光 公 �大 場 義 信 �青 少 年 補 導 貝 

柴 田 治 美 �西 村 信 夫 �大原 堀田 房義 江人 ���木 材 店 夫 �下 川 力 ズ 子 �時 松 十 寸 江 �木 村 栄 �原 田 憩 廊 �秋 士 暫 巴 �岩 村 武 男 �西 雄 �石 田 子＼ ツ 子 �毛 利 秀 済 ��筋石 田松 発会 世得 ��柴 田 リ キ �内 田 千 代 子 �山 中 椎 �門 司 馨 �‾竹 森 保 �田 原 政 義 ��民 生 児 童 委 員 

柴 田 彦 �木 村 � �垂 広 勝 ��水 上 雪 夫 �下 lIi 正 夫 �牧 原 瀬 蔵 � �添 田 垂 �石 井 栄 人 �芳 賀 和 夫 �樋 口 告 訴 �太 田 秋 雄 � �縄 手 勉 � �筋 田 徳 荘 �土 田 敬 老 �柳 野 金 蔵 �中 西 碩 �松 井 正 義 �斎 広 �舛 添 【寄 ′○ヽ �矢 野 矢口 �老 人 ク ラ ブ‘ 会 

／ �柴 田 順 子 ��岩 本 フ 子 �浅 川 ア キ �泉 原 薫 �高 崎 恵 美 子 �高 崎 ツ ル コ � �仲 野 美 ● 日 子 � �／ � �縄 手 久 子 � � � � � �林 和 子 �井 口 ワ ン 子 �舛 添 良 江 �l ／ �！前 人 へ 支 部 長 



．憲∵：寧
写真は昨年の精2回子ども祭り

写真は昨年の第6回町民ハイキング

遠
賀
町
審
祭
り
と
し
て
、
「
第
3
回
遠
賀

町
子
と
も
祭
り
」
を
、
全
町
挙
げ
て
盛
大
に

開
催
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

▽
日
　
時
　
5
月
5
日
（
孟
快
の
日
）

1
0
時
～
1
5
時

▽
場
　
所
遠
賀
総
合
運
動
公
園

▽
主
　
催
　
「
子
と
も
祭
り
」
実
行
萎
民
会

▽
内
　
容
。
午
前
…
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー

ェ
ー
シ
ョ
ン
（
竹
細
工
・
も

ち
つ
き
・
金
魚
す
く
い
・
た

こ
作
り
・
空
中
ケ
ー
ブ
ル
・

ロ
ー
プ
人
形
・
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
・
自
転
車
お
そ
の
り
大

会
・
魚
つ
か
み
・
包
話
コ
ー

ナ
ー
な
ど
）
軽
食
コ
ー
ナ
ー

ツ
ゲ
ー
ム
・
大
縄
跳
び
・
三

方
綱
引
き

も
有
り
ま
す
。

詳
細
は
、
社
会
警
課
社
会
教
育
係
へ
と

・
午
後
…
コ
ー
ナ
ー
レ
ク
リ
　
う
そ
。

▽
期
　
日
　
5
月
1
9
日
（
日
）

（
雨
天
の
裳
口
は
中
止
）

▽
行
　
先
　
馬
頭
岳
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

▽
集
合
時
間
　
9
時
ま
で

▽
集
合
場
所
　
役
場
玄
関
前

▽
コ
ー
ス
　
役
場
－
今
古
賀
－
千
代
丸
－
岡

垣
町
声
切
－
馬
頭
岳
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
ー
新
屋
敷

▽
鰭
琵
聞
新
屋
敷
1
4
時
0
0
分
予
定

▽
用
意
す
る
も
の
　
弁
当
、
水
筒
、
嗜
好
品

雨
具
、
帽
子
、
手
袋
、
そ
の
他

ハ
イ
キ
ン
グ
で
き
る
服
装

▽
主
　
価
　
遠
賀
山
友
会
、
教
芭
委
員
会

▽
そ
の
他
　
密
教
に
つ
い
て
は
主
催
者
側
の

亜
種
は
応
急
処
置
の
み
と
す
る

▽
申
込
先
　
当
日
受
付
に
て

▽
開
合
先
社
会
教
育
課
体
育
係

㊨
（
2
9
3
）
5
4
3
4

遠
賀
・
中
間
地
域
広
域

行
政
組
合
関
連
企
業

社
　
員
　
募
　
集

◎
ゴ
ミ
収
集
乗
務
貝

▽
対
　
象
　
1
8
歳
～
5
0
歳
の
男
子

▽
募
集
人
員
　
輩
i
名

◎
集
金
お
よ
び
部
費

▽
対
∴
象
　
1
8
歳
－
2
5
歳
の
男
子
で
高
卒
以

上

▽
募
集
人
員
一
名
（
普
通
免
許
所
持
者
）

◎
ビ
ン
・
カ
ン
類
処
理
業
務
（
パ
ー
ト
）

▽
対
　
象
　
1
8
戯
－
5
0
鰻
の
女
子

▽
募
集
人
員
∴
若
干
名

▽
時
　
給
　
四
百
五
十
円

履
膝
番
は
4
月
0
0
日
ま
で
、
詳
細
に
つ
い

て
は
、
岡
垣
町
野
間
4
6
6
の
2
㈲
遠
賀
ダ
ス

ト
セ
ン
タ
ー
範
（
2
8
2
）
0
1
1
8

昭
和
0
0
年
国
勢
調
査

ポ
ス
タ
ー
と
標
語
募
集

本
年
十
月
一
日
に
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
に

対
す
る
国
民
の
寵
誠
を
高
め
る
と
と
も
に
、

調
査
の
円
滑
な
実
施
を
図
る
た
め
、
国
勢
調

査
の
霞
や
目
的
を
簡
明
に
表
す
ポ
ス
タ
ー

の
図
憲
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
作
晶
は
、
小
学
生
の
都
、
i
豊
J
生
の

部
、
一
般
の
部
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

▽
締
切
日
　
5
月
1
0
日
（
金
）
消
印
ま
で
有
効

▽
応
募
先
　
手
1
6
2
東
京
都
新
宿
区
若
松
町

1
9
番
1
号
　
総
務
庁
統
計
局
統

計
調
査
部
国
勢
統
計
係

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
企
画
調
整
課
企

画
塾
係
に
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

昭
和
0
0
年
商
業
統
計
調
査
を

（
5
月
1
日
現
在
）
実
施
し
ま
す

こ
の
調
査
は
．
墓
の
国
勢
調
査
．
と

も
い
わ
れ
る
も
の
で
、
三
年
に
一
斑
我
国

の
商
店
の
分
布
状
況
全
販
売
活
動
の
実
態

お
よ
び
曹
調
の
全
国
的
な
流
通
状
況
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
全
国
の
卸
売
業

・
小
売
業
お
よ
び
飲
食
店
を
営
ん
で
い
る

す
べ
て
の
商
店
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
は
、
国
や
県
、
町
に

お
け
る
商
業
の
育
成
、
流
露
鰐
の
近
代

化
な
ど
の
対
館
を
進
め
る
う
え
で
韮
要
な

基
礎
資
料
と
し
て
多
く
の
分
野
で
利
用
さ

れ
ま
す
。
ま
た
各
商
店
が
経
営
指
針
を
作

る
際
に
も
広
く
役
立
っ
て
い
ま
す
。

調
査
は
、
県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
商

業
統
計
調
査
員
が
、
商
店
を
面
接
訪
問
し

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
て
回
収
す

る
と
い
う
方
法
で
行
い
ま
す
。
提
出
さ
れ

る
調
査
票
は
、
統
計
法
に
よ
り
秘
密
が
守

ら
れ
ま
す
の
で
正
確
な
申
告
に
こ
協
力
く

だ
さ
い
。
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行
政
相
談
委
員
が
代
わ
り
ま
し
た

こ
の
ほ
ど
、
石
橋
多
七
氏
（
広
漠
）
に
代
わ
り
、
木
村

築
醜
貌
醒
謹
露
観

望
で
、
秘
篭
ら
れ
享
。

木
　
村
　
　
　
栄
（
大
正
調
年
1
月
n
日
生
）

▽
住
　
所
　
遠
賀
町
大
字
木
守
一
一
五
四
番
地

▽
電
　
話
　
（
2
9
3
）
0
1
8
2

加
入
し
て
い
ま
す
か
国
民
健
康
保
険

・
会
社
の
保
険
者
や
め
た
人

。
他
の
市
町
村
で
国
民
壁
靂
険
に
加
入
し

て
い
て
転
入
し
た
人

・
生
酒
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
人

・
孟
供
が
生
ま
れ
た
人
（
国
保
加
入
世
常
の

み）以
上
の
人
は
、
す
ぐ
に
役
場
に
届
け
出
を

行
い
、
国
民
低
廉
保
険
の
加
入
手
続
き
を
し

な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

す
ぐ
に
届
け
出
を
し
な
く
て
こ
週
間
以
上

遅
れ
て
加
入
手
続
き
を
さ
れ
た
璧
口
、
保
険

税
は
前
記
の
寧
か
ら
が
生
じ
た
日
ま
で
さ
か

の
ぼ
っ
て
徴
収
さ
れ
、
国
民
健
康
保
険
証
を

使
え
る
の
は
保
険
証
を
発
行
し
た
日
か
ら
し

か
使
え
な
い
と
い
う
損
を
す
る
よ
う
な
か
た

ち
に
な
り
ま
す
。

前
記
に
か
か
け
る
よ
う
な
謡
が
ち
か
生
じ

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
役
場
へ
届
け
出
て
、
加

入
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険

高
額
療
養
費
金
貸
付

制
度
が
で
き
ま
し
た

こ
の
制
度
は
、
遠
賀
町
が
行
う
国
民
健
康

保
険
の
被
保
険
者
で
あ
り
、
高
額
療
養
費

（
国
民
健
康
保
険
法
第
5
7
条
の
2
に
規
定
す

る
高
額
聾
の
支
払
い
が
困
難
と
認
め

ら
れ
る
人
の
世
帯
主
で
あ
れ
ば
宿
り
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
讃
祉
諜
国
保
年

金
係
に
お
聞
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉
協
韻

会
に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
言
語
を
お
祈
り
し
、
厚

く
お
礼
申
し
上
け
ま
す
。

故
下
川
辺
久
美
子
様

（
新
町
）
　
下
川
辺
正
典
様

柴
原
ア
サ
カ
様

（
別
府
）
　
泉
原
憲
太
郎
棟

数
池
田
サ
ギ
王
様

（
若
松
）
　
池
田
香
代
子
楼

故
町
田
　
イ
孟
儒

（
東
和
苑
）
町
田
　
武
彦
様

枚
数
迫
　
態
様

（
遠
賀
川
）
牧
迫
　
ス
マ
様

故
谷
口
　
龍
夫
様

（
遠
賀
川
）
谷
口
　
若
様

故
竹
野
今
朝
様

（
東
町
）
　
竹
野
ス
ヱ
ノ
械

技
塾
広
タ
マ
ヱ
様

（
旧
停
）
　
垂
広
　
蒐
和
様

故
敷
板
愛
孟
様

（
浅
木
）
　
敷
板
　
孝
彦
様

故
後
藤
宗
次
郎
様
（
東
和
苑
）
後
藤
敏
態

遠
賀
町
が

「
人
権
モ
デ
ル
地
区
」
に

み
な
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

〝
あ
と
で
〟
さ
〝
l
●
霧
英
機
誠
の
輪
韓

遠
賀
町
は
、
昭
和
六
十
毎
度
、
法
務
省
か

ら
「
人
権
モ
デ
ル
地
区
」
の
指
定
を
受
け
ま

し
た
。
期
間
は
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
か
ら

翌
年
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
一
年
間
で

す。
こ
れ
は
、
人
権
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
指
定

さ
れ
た
遠
賀
町
の
住
民
に
対
し
て
、

O
「
人
権
と
は
何
か
」
と
い
う
こ
と
を
理
解

す
る
活
動
を
展
開
し
て
、
人
権
尊
重
の
精

神
を
一
層
高
め
、
町
民
の
福
祉
増
進
に
役

立
て
る
と
と
も
に

O
「
人
権
擁
護
制
度
」
に
つ
い
て
一
般
社
会

の
か
た
の
認
識
を
深
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
人
権
モ
デ
ル
地
区
の
め
あ
て

と
し
て
は

1
、
人
権
の
共
存
を
考
え
る
。

1
－
自
分
を
大
切
に
す
る
と
同
時
に
、
互

い
に
相
手
の
立
現
を
考
え
て
婁
か
な
人
間

関
係
を
つ
く
る
。

2
、
同
和
聞
旗
に
対
す
る
正
し
い
理
解
と
認

識
を
深
め
る
。

I
部
落
差
別
を
な
く
す
運
動
を
進
め

る。
3
、
婦
人
の
地
位
を
高
め
る
。

I
I
男
女
平
等
を
促
進
す
る
。

4
、
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現
す

る。－
陣
害
者
の
社
金
塊
・
条
件
な
ど
を

整
備
す
る
。

5
、
家
庭
に
だ
ん
ら
ん
を
。

～
－
心
あ
た
た
ま
る
和
や
か
な
家
庭
つ
く

り
に
つ
と
め
る
。

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
し
こ
と
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、

四
月
か
ら
「
遠
賀
町
人
権
モ
デ
ル
地
区
推
進

協
銭
会
」
を
結
成
し
て
、
人
権
思
想
の
普
及

・
高
揚
を
行
い
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
こ
理
解

と
こ
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
も
っ
と
明
る
い

住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
つ
と
め
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
本
年
は
人
権
田
園
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
学
習
を
進
め
た
い
と

思
う
の
で
す
。
こ
の
記
事
を
お
よ
み
に
な
っ

て
、
お
気
つ
き
の
点
や
こ
意
見
、
ま
た
は
人

権
に
関
す
る
あ
な
た
の
お
考
え
な
ど
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
役
場
福
祉
課
か
教
育
委
員
会

社
会
教
育
課
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
み
ん
な

で
勉
強
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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記章図書
・せ界のl国訳絵本全22巻
・いわききちひろ作品舞全7巷
・レオ　レオ二の絵本15掃
・せ界の伝記全20巷
・県別ふるさとの民鰹全4？冊
・日本の子どもの語合38冊
・′学研の図館地理全10冊
・すぼらしいせ界の自然全5冊
・ろく寡少年図書館全50冊
・ニートせ紀の鐙鍛（少年少女版）
・ちいさいモモちゃんえぽんシリーズ
ミ欝をよんでみませんガIこ

「いい輪には　ひとの心を解き放ってくれる力がありますo

いい語はまた、生きとし生けるものへの　し＼とおしみの感億を
やさしく磨いたしてもくれます。どこの国でも矧ま　その日の
ことばの花々です。若いときにはよくわからず　つ乗らなかっ
たり　へんにひっかかったりしたのが、年をへてから、もう一
度よみたくなり手かかりの二、三行や題名で通、死に探すような
こともきっとあると思うのです。
5月10日からはじまる読書境座のプログラムの中には「指を
よも心」と鍾して調節の先生にきていただくようにしてしヽます○
群紐については　図書室へお問合わせ＜7ごさい。
また∴図書が多くなってきたので、一般図書コーナーと児重
図書コーナーが二部屋にわかれてスタートします。

身
体
－
障
豊
田
者
の

み
な
さ
ー
ん
へ

身
体
障
害
者
の

相
談
を
受
け
ま
す

▽
日
　
時
　
5
月
9
日
（
木
）
か
ら
毎
月
9

日
（
土
・
白
の
と
き
は
月
曜
日
）

1
3
時
～
⊥
5
時

▽
場
　
所
役
場
内
住
民
相
談
室

▽
対
象
者
　
町
内
に
居
住
し
、
身
障
手
帳
所

持
者
ま
た
は
同
手
帳
の
交
付
を

受
け
よ
う
と
す
る
人

▽
連
絡
先
遠
賀
町
身
体
陵
聾
者
福
祉
協
議

会
　
会
長
柴
田
治
美

範
（
2
9
3
）
2
8
1
0

自
動
車
運
転
免
許
を

取
得
し
ま
せ
ん
か

▽
資
格
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
滴
1
8
歳
以
上
の
道
交
法
第

8
8
条
に
基
づ
く
欠
格
事
由
に
該

当
せ
ず
、
同
法
施
行
規
則
第
お

条
に
合
致
す
る
人
で
、
肢
体
不

自
由
、
聴
覚
蘭
書
、
音
声
言
語

・
そ
し
ゃ
く
機
能
障
害
者
及
び

内
部
障
害
者
（
心
臓
機
鰭
基
因

者
を
除
く
）

▽
申
込
期
限
　
5
月
1
日
（
火
）

▽
必
要
な
も
の
　
身
体
障
害
安
手
帳

▽
申
込
み
お
よ
び
聞
合
先
役
彊
係

青
少
年
野
外
ス
ク
ー
ル

参
加
し
ま
せ
ん
か

新
緑
を
訪
ね
る
自
然
観
察

▽
期
　
日
　
5
月
日
日
（
土
）
～
ュ
2
日
（
日
）

一
泊
二
日

▽
場
所
県
立
社
会
教
育
総
合
セ
ン
タ
ー

▽
募
集
人
員
親
と
子
5
0
組

▽
内
容
・
巣
箱
設
置
。
自
然
襲
・
キ

ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

▽
愛
　
用
一
人
に
つ
き
千
三
百
五
十
円

▽
締
切
日
　
1
月
5
0
白
（
火
）

詳
細
は
、
教
育
喬
貝
会
社
会
教
育
課

穂
（
2
9
3
）
1
3
5
5
へ
ど
う
ぞ
。

英
公
民
館
図
密
室
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
に
競
電

後
の
感
想
文
を
蕾
い
て
頂
き
、
本
号
か
ら
毎
月
2
5
日
号

に
掲
載
し
て
い
き
ま
す
。

わ
た
し
が
ド
リ
ト
ル
先
生

を
読
み
始
め
た
の
は
、
た
し

か
小
学
校
三
年
生
の
こ
ろ
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
こ

ろ
は
、
鹿
児
島
県
に
あ
る
小

さ
な
島
、
下
飯
島
の
音
源
と

い
う
村
に
住
ん
で
い
ま
し
た

わ
た
し
は
本
が
と
て
も
す

さ
で
し
た
。
な
に
か
と
あ
れ

は
図
書
室
で
本
を
読
ん
で
い

ま
し
た
。
あ
る
日
、
学
校
が

本
の
売
り
出
し
を
し
て
い
ま

し
た
。
わ
た
し
は
そ
の
中
の

一
き
つ
を
買
っ
て
家
で
読
ん

で
い
ま
し
た
。
す
る
と
、
ド

リ
ト
ル
先
生
が
ど
う
と
か
書

い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
は
気
に
も
と
め
ま

せ
ん
で
し
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
本
の
整
理

を
し
て
い
た
と
き
に
、
ぐ
う
せ
ん
見
つ
け
た

の
か
、
ド
リ
ト
ル
先
生
の
本
で
し
た
。

わ
た
し
が
ド
リ
ト
ル
先
生
の
本
が
す
き
な

わ
け
は
、
楽
し
い
ゆ
め
が
た
く
さ
ん
あ
る
か

ら
で
す
。
い
く
ら
謹
ん
で
も
あ
き
な
い
し
、

動
物
の
こ
と
ば
を
L
e
ぺ
れ
る
く
う
そ
う
も

お
も
し
ろ
い
で
す
。
ド
リ
ト
ル
先
生
が
ア
フ

リ
カ
に
行
き
サ
ル
の
病
気
を
な
お
す
「
ド
リ

ト
ル
先
生
ア
フ
リ
カ
行
き
」
、
ク
モ
サ
ル
島

の
王
様
に
な
る
「
ド
リ
ト
ル
先
生
航
海
記
」

一
き
つ
一
き
つ
に
他
の
本
に
は
な
い
楽
し
さ

お
も
し
ろ
さ
が
の
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

み
な
さ
ん
も
、
本
を
た
く
さ
ん
読
ん
で
く

だ
さ
い
。

ィ
剣
閣
閣
圏
圏
園
V

河
申
榔
蕾
　
選

沌
宮
へ
行
け
よ
と
流
し
し
夫
婦
雛

小
波
光
る
海
に
た
ゆ
だ
う

高
崎
そ
の

菱
も
ち
に
桃
の
花
添
え
名
ば
か
り
の

雛
祭
り
せ
し
遠
さ
日
を
恋
う

広
田
マ
ツ
エ

う
る
わ
し
き
男
節
女
雛
に
か
こ
ま
れ
て

こ
の
孫
た
ち
の
ゆ
く
末
楽
し

松
井
千
枝
子

早
輔
の
汐
に
乗
り
い
し
夫
婦
餓

幼
帝
の
御
盛
な
ぐ
さ
め
よ
か
し

高
崎
峡
江

願
い
込
め
潮
路
に
流
し
し
夫
婦
雛

た
ゆ
た
い
に
つ
つ
岸
勝
れ
ゆ
く
木
原
い
の
え

藤
本
春
秋
子
　
選

羊
糞
の
切
り
く
ち
濁
る
る
梅
の
夜柴

田
と
も
子

花
鋏
な
ら
す
そ
の
手
に
沈
丁
花

三
村
　
妙
子

春
風
に
杖
遊
ば
せ
て
試
歩
確
か
玉
野
　
信
彦

永
さ
日
の
仕
拡
あ
ぶ
れ
し
白
屈
帰来
永
キ
ミ
枝

黄
水
仙
住
む
人
絶
え
て
吹
き
だ
ま
る
後
輩
代
子
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▽　▽
対現
象
者所

薬一房多：繁雄

広漠1340番地

柴田　拓也　くん

（粂孟さんの甥）
昭和59年8月14日生
産まれた時は、小さかったん
ですけど今では大きくなり、つ
かまり立ちなします。今にも歩
きだしそうに、自分から足を前
に出し、トット、トット歩きま

す。ヨロシクネ。

野犬捕獲中
一放し飼いの飼

犬も捕獲します－

最近、野犬や飼犬の放

し飼いによる糞書や田畑
の殺害などが絶えないた

め、放し飼いの飼犬につ
いても、野犬とみなし町

内一円にわたって捕獲し

ています。飼主はこと主憲

ください。

態
様
磐
響
票
※
高
鷲

㊥
㊥
㊥
㊥
㊥
㊥

メ
妊
－
所
婦
椙
直
談

離
艦
嬬
慾

▽
期
　
日

▽
時
　
間

5
月
7
日
（
火
）

9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さい。
役
場
保
健
室

妊
産
婦

手
帳
交
付
の
人
は
印
鑑

産
前
産
後
の
知
識

妊
婦
体
操
・
母
子
手
帳
交
付

無
　
料

▽
期
　
日
　
5
月
1
4
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
か
ら
1
0
時
3
0
分
の
聞

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
拇
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
児
　
生
後
1
～
1
2
カ
月
児

▽
持
参
品
　
母
子
手
帳

▽
内
　
容
　
体
重
・
身
長
等
の
測
定

蛾
乳
食
等
の
相
談

▽
料
金
　
無
料

日
　
本
　
脳
　
炎

▽
期
　
間
　
5
月
1
5
日
（
水
）
～

6
月
2
9
日
（
土
）

▽
場
所
町
内
の
各
医
院
（
青
柳
、
遠
賀

浅
木
内
科
、
橋
本
、
花
野
、
請

願
小
児
科
）

▽
時
　
間
　
各
医
院
の
診
療
時
間
丙

▽
対
象
者
　
三
蔵
以
上
の
人

た
だ
し
三
蔵
以
上
の
お
子
さ
ん
で
ま
だ
一

度
も
受
け
て
い
な
い
人
は
今
年
二
二
週

間
の
間
隔
を
お
い
て
二
回
接
穂
し
、
さ
ら

に
来
年
一
回
接
種
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
基

礎
先
憂
が
で
き
ま
す
。
そ
の
後
は
、
三
年

に
一
回
の
追
加
接
種
（
小
学
校
一
年
二

年
・
五
年
・
中
学
二
年
生
）
に
な
り
ま
す

の
で
入
学
さ
れ
る
前
に
基
礎
免
変
を
つ
け

ら
れ
る
よ
う
心
か
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
料
金
一
回
に
つ
き
七
百
四
十
円

▽
接
種
方
法
　
基
礎
免
変
の
で
き
た
人
は
三

年
に
一
回

▽
持
参
晶
　
印
　
鑑

▽
注
　
憲
　
朝
の
体
温
を
測
っ
て
お
く
。

▽
そ
の
他
　
中
学
生
以
下
、
生
保
及
び
町
県

民
説
が
均
等
割
額
以
下
の
世
常
の
人
で
接

穂
森
聖
者
は
、
役
場
に
副
鑑
を
持
参
し
、

無
料
用
の
問
診
票
を
受
領
の
う
え
、
接
踵

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
問
診
票
は
5
月
8

日
（
水
）
か
ら
配
布
し
ま
す
。

予
防
接
種
の
申
込
み
方
法

各
予
防
接
種
の
一
週
間
前
か
ら
二
日
前
ま

で
に
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
保
健
衛
生
係
に

申
込
み
を
し
て
問
診
票
と
注
悪
書
を
受
領
し

て
く
だ
さ
い
。

ポ
　
リ
　
オ
　
生
　
ワ
　
ク

（
急
性
灰
白
髄
炎
）

▽
接
穂
日
　
5
月
9
日
（
木
）

▽
時
間
受
付
　
1
3
時
ュ
0
分
～
ュ
4
時

技
与
　
⊥
3
時
5
0
分
－

▽
場
所
英
公
民
館

▽
対
象
者
　
生
後
3
～
4
8
カ
月
児

▽
接
種
方
法
　
六
週
間
以
上
の
間
隔
を
お
い

て
一
一
回
毀
与

▽
持
参
品
　
問
診
票
・
母
子
手
帳

三
　
種
　
混
　
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・

破
傷
風
）

▽
接
種
日
　
5
月
1
5
日
（
水
）

6
月
7
日
（
金
）

6
月
2
8
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

接
種
　
⊥
3
時
5
0
分
－

▽
場
　
所
　
英
公
民
館

▽
対
象
者・第

一
期
　
生
後
塊
～
4
8
カ
月
児

〇
第
二
期
　
第
一
期
終
了
後
、
ュ
2
～
1
8

カ
月
経
過
の
幼
児

▽
接
重
力
法

。
第
一
期
　
三
回
接
種

・
第
二
期
　
三
回
の
内
一
回
接
穂

▽
持
参
晶
　
問
診
票
・
母
子
手
帳

▽
そ
の
他
　
生
後
4
8
カ
月
を
過
ぎ
た
幼
児
は

二
踵
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破

傷
風
）
で
実
施
す
る
場
合
あ
り
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住
民
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

五
月
十
三
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

受
診
票
は
、
区
長
を
通
し
て
配
布
し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
該
当
者
は
検

診
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
割
り
当
て
日
以
外
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

⑱

運
筆

受
付
は
鶉
溜
時
務
発

．
燃
え
尽
き
症
候
群
．
と
い
う
言
葉
を
こ

存
じ
で
す
か
。

目
標
達
成
の
た
め
に
一
途
に
打
ち
込
ん
で

き
た
結
果
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
た
と
だ
ん
に

す
べ
て
の
努
実
っ
て
し
ま
い
・
鶏
か

矢
と
い
っ
た
魅
詔
状
態
に
陥
る
こ
と
を
い
い

ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
働
き
が
い
や
生
き
が
い

を
失
っ
た
、
一
種
の
樽
柿
的
な
ス
ラ
ン
プ
状

態
の
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
な
砿
え
尽
き
症
候
群
，
の
患

者
を
診
察
し
て
気
が
つ
く
の
は
、
彼
ら
が
例

外
な
く
、
仕
事
以
外
に
こ
れ
と
い
っ
た
趣
味

を
も
っ
て
い
な
い
こ
と
で
す
。
端
的
に
言
え

ば
「
趣
味
¶
仕
苧
特
技
＝
仕
理
工
と
い
っ

た
タ
イ
プ
の
人
が
ほ
と
ん
ど
な
の
で
す
。

頭
脳
つ
ま
り
思
考
や
発
想
の
回
路
が
仕
事

の
こ
と
で
が
ん
じ
が
ら
め
と
な
っ
て
い
て
、

一
種
の
硬
喧
化
現
象
を
き
た
し
た
状
態
－

こ
れ
が
．
燃
え
尽
き
痘
侯
群
，
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

手
を
動
か
す
こ
と
を

i
i
　
範
疇
に
持
て

こ
う
し
た
ス
ラ
ン
プ
状
態
に
陥
る
こ
と
な

く
、
心
の
箆
を
保
ち
、
知
的
生
活
を
充
実

さ
せ
る
に
は
、
仕
車
以
外
の
世
界
を
持
つ
、

趣
味
で
も
何
で
も
い
い
で
す
か
ら
全
力
を
集

申
で
き
る
対
象
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す。
し
か
し
、
仕
事
一
筋
だ
っ
た
人
が
急
に
「

で
は
、
何
か
趣
味
を
」
と
思
っ
て
み
て
も
、

戸
惑
う
の
か
ふ
つ
う
で
す
。

そ
ん
な
と
き
大
脳
生
理
学
の
見
地
か
ら
お

勧
め
し
た
い
の
か
「
手
を
動
か
す
こ
と
を
趣

味
に
持
て
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

手
の
運
動
が
脳
の
働
き
、
特
に
言
葉
に
関

す
る
趨
寵
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、

昔
か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
は
、
手
を

動
か
し
な
が
ら
話
を
す
る
ク
セ
の
あ
る
人
の

手
を
縛
っ
て
し
き
つ
と
、
言
葉
が
発
せ
ら
れ

画
は
有
名
で
す
。
ま
た
、
相
対
埋
理
論
の
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
や
推
理
作
家
の
コ
ナ
ン
・

ド
イ
ル
は
仕
諺
の
合
い
閲
に
バ
イ
オ
リ
ン
を

弾
き
、
．
ア
フ
リ
カ
の
聖
者
．
と
い
わ
れ
た

シ
ュ
バ
イ
ツ
ァ
ー
博
士
の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

は
、
プ
ロ
の
域
に
遷
し
て
い
た
と
い
わ
れ
ま

す。

二
、
三
時
間
の
麻
雀
も

老
化
防
止
に
役
立
つ

「
手
を
動
か
す
趣
味
」
に
は
、
絵
画
や
ギ

タ
ー
、
ピ
ア
ノ
な
ど
の
楽
器
、
そ
し
て
盆
栽

い
じ
り
や
プ
ラ
モ
デ
ル
、
日
曜
大
工
、
陶
芸

な
ど
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
一
方
、
「
創

設
な
ら
の
は
と
－
つ
も
…
」
と
い
う
人
に
は

だ
れ
で
も
わ
り
と
簡
単
に
で
き
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
囲
碁
、
将
棋
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
な
ど

〝

燃

え

尽

き

症

候

群

〝

な
く
な
る
と
い
う
実
験
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
手
は
、
さ
わ
っ
た
り
、
つ
か
ん
だ

り
、
伸
縮
し
た
り
、
日
と
同
じ
よ
う
な
キ
メ

細
か
い
働
き
さ
え
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
手

の
覇
は
脳
の
神
経
が
総
動
員
さ
れ
、
脳
の

老
化
を
防
ぐ
こ
と
に
役
立
つ
と
い
う
こ
と
に

な
る
の
で
す
。

歴
史
上
の
偉
人
に
も
、
手
を
使
う
こ
と
を

趣
味
と
し
た
人
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
イ

ギ
リ
ス
の
元
首
相
・
チ
ャ
ー
チ
ル
の
油
絵
や

ド
イ
ツ
の
作
家
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
の
水
彩

が
そ
れ
で
す
。

例
え
は
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
、
徹
夜
で
体
を
こ

ね
ず
ほ
ど
⇔
る
の
は
問
題
で
す
が
、
仕
事
が

終
わ
っ
た
後
で
二
、
三
時
間
遊
ぶ
く
ら
い
な

ら
、
相
手
＋
薬
し
く
お
し
○
ぺ
り
し
な
か
ら

や
れ
る
わ
け
で
す
か
ら
、
脳
の
老
化
予
防
に

手
軽
な
方
法
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

手
を
動
か
す
こ
と
が
イ
コ
ー
ル
好
き
な
こ

と
に
打
ち
込
む
こ
と
に
な
り
、
し
か
も
脳
の

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
つ
な
が
れ
ば
、
こ
ん
な
素

晴
ら
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。



燃えるごみ ��燃えないごみ �資源ゴミ �粗大ごみ 
処理／油揚工場でもやします。 ��破砕し可蛸的　悶陶物駆出 � �破持し可的はは　髄脇は埋立 

袋 �ひ　　も �袋 � � 

鶉 �覆鷺めて 三三． � � �∴∴∴二三 
簾潜 

5月のし尿収集予定衰
条目 �大型車蝦地区　i　小型車収鯛区 

1（水） �西町、浅木の一都 �上別府（花園） 

2（木） �東町 �広渡 

4（土） �月2回収集家庭　月2回収集家庭 虫生津（新屋敷を含む）、東町別府、末寺、老良 虫生津、木守 

7（火） 

8（水） 

14（火） � � 

15（水） � � 

16（木） �旧停 � 

17（金） �遠賀川 

18（二と） 遠賀Iii、新町 �i鬼津 

0（月） �月2回収集家庭　　　　　　月2回収集家庭 

0（火） �新町、広漠（中卒田） �別府、鬼津（小鳥掛）、千代丸 

2（水） �新町、ユニード前通り一部 

3（木） 4（金） �新町、別府 � 

5（土） 7（月） �今古賀、尾崎 �i 

8（火） �別府 � 

9（水） �尾崎 �鬼津、松ノ木、若松、道管、老良 

0（木） �浅木　　今古賀、島津 若葉台、堂縛、上別府、道官憲奮（鑑）（小鳥掛） 

1（金） 

5月のゴミ収集予定豪

匝三言 �木片想、竹麺、木の実、魚などの パック、残飯憲など 

月曜日と木曜日 �由津、若松、鬼津、尾崎、千代丸 

2日、6日、9日 �広渡、通官、松ノ木、上別府、虫 

3日、27日、30日 �老良 

火曜日と金曜日 �別府、今古賀、遠賀IiI、新町、旧 

3日、7日、10日 �値、中央、末寺、浅木、東和苑、 

4日、28日、31日 �広陵の一都、上別府の一部 
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逓縮了短清一く碗避諮絡

食生活改善推進会による料理の試食と展示

餌圃心筋⑭公）〃⊥l（

空
き
缶
は
〝
輸
入
品
〟
？

（
山
田
］
田
口
間
口
田
口
開
口
田
口
H
H
U

㌔
　
遠
賀
町
民
健
康
づ
く
り

9
軸
　
　
　
　
推
進
講
演
会
開
か
れ
る

三
月
二
十
七
日
中
央
公
民
館
で
約
二
百
五

誌
羅
謙
鵠
購
う
「

鵬
演
と
し
て
南
小
倉
窮
擬
々
長
矢
内
伸
夫
r
I

発
議
講
読
字

カ
ン
ジ
ュ
ー
ス
を
一
気
に
飲
み
干
し
ま
し

た
。
片
手
に
は
空
き
カ
ン
、
周
り
を
見
渡
し

て
も
ゴ
ミ
箱
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
て
、
あ
な

た
は
そ
の
空
き
カ
ン
壱
ど
う
し
ま
す
か
。
そ

の
甥
に
捨
て
て
し
ま
つ
？
そ
れ
と
も
ゴ
ミ
箱

の
あ
る
所
ま
で
持
ち
帰
る
？

ゴ
ミ
出
し
は
決
め
ら
れ
た
場
所
に

き
ち
ん
と
出
し
ま
し
ょ
う
。

I
写
典
は
中
央
に
て
I

空
き
カ
ン
が
単
な
る
ゴ
ミ
と
な
る
か
、
あ

る
い
は
資
源
と
し
て
再
利
用
さ
れ
る
か
は
、

あ
な
た
の
選
択
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

空
き
カ
ン
の
原
料
と
な
る
の
は
鋲
と
ア
ル

ミ
。
言
っ
ま
で
も
な
く
、
海
外
か
ら
輸
入
し

て
い
る
．
塞
な
資
源
．
で
す
。

回
収
さ
れ
た
ア
ル
ミ
カ
ン
は
、
再
び
ア
ル

ミ
カ
ン
と
な
っ
て
み
な
さ
ん
の
前
に
姿
を
現

し
ま
す
。
こ
の
袋
田
に
か
か
る
電
力
は
、
原

料
か
ら
新
し
く
響
叩
化
す
る
際
の
二
十
七
分

の
一
で
済
む
と
い
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
ス
チ
ー
ル
（
鉄
）
ガ
ン
は
、
筒
炉

工
場
で
鉄
筋
や
鉄
板
と
な
っ
て
、
ビ
ル
や
船

に
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
空
き
カ
ン
は
貸
重
な
資
源
I
I
。
う
ま
く

再
生
利
用
す
れ
ば
、
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

大
幅
に
節
約
で
き
る
の
で
す
。
ゴ
ミ
に
す
る

も
し
な
い
も
あ
な
た
次
第
－
。
「
使
い

捨
て
」
と
い
う
言
葉
に
ま
と
わ
さ
れ
る
こ
と

な
く
、
空
き
カ
ン
は
必
ず
決
め
ら
れ
た
場
所

に
捨
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

演
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
痴
呆
と
老
人

ボ
ケ
の
遣
い
や
、
そ
の
よ
う
を
人
を
か
か
え

た
家
族
の
介
護
食
と
を
、
医
学
的
舎
」
と
も

含
め
て
わ
か
り
や
す
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
食
生
活
改
善
推
進
会
に
よ
る
料

理
の
拭
食
や
展
示
・
健
離
相
談
・
血
圧
測
定

を
ど
も
行
い
、
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
小
冊

子
の
無
料
配
付
も
あ
り
ま
し
た
。

血
圧
測
定
と健
康
相
談避

妊
　
の
話
㈹

折
尾
田
中
産
婦
人
科
院
長
　
田
　
中
　
壮
　
介

講

演

会

風

景

⑧
動
物
実
験
で
は
、
長
い
期
間
注
射
を
続
け

て
そ
の
内
の
一
割
く
ら
い
が
発
ガ
ン
し
ま
す

が
、
長
い
潜
伏
期
が
必
要
な
の
で
す
。
人
体

の
ガ
ン
で
は
、
発
ガ
ン
過
程
の
一
番
よ
く
研

究
さ
れ
て
い
る
の
は
、
冨
ガ
ン
で
す
。
こ

こ
で
も
十
年
－
十
五
年
の
潜
伏
期
が
あ
り
ま

す
。
ピ
ル
が
許
可
さ
れ
て
か
ら
二
十
年
に
な

り
ま
す
。
最
近
、
子
宮
ガ
ン
が
多
く
な
っ
た

と
か
、
進
み
方
が
速
く
な
っ
た
と
い
う
饗
ロ

も
な
い
の
で
、
ピ
ル
と
発
ガ
ン
の
関
係
は
な

い
と
考
え
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

外
に
害
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

肝
臓
に
肝
細
胞
腹
腔
と
い
う
、
良
簾
揚

が
ピ
ル
の
服
用
者
で
、
七
年
く
ら
い
に
な
る

と
多
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本

に
例
は
墾
ロ
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
悪
心
、
嘔

吐
、
腹
腔
出
血
、
右
下
腰
桶
が
あ
り
ま
す

が
、
ピ
ル
を
止
め
る
と
大
半
は
治
る
と
言
わ

れ
、
そ
の
予
防
に
は
定
期
的
肝
機
能
検
査
が

大
切
で
す
。
　
　
　
　
（
つ
つ
く
）
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調の議糠町重要指事轟上

◎時間の中で、口：ローロ：口は、その時間内であれば可○

ロ：ローは、その時問から始まるので、時間までに集まること○

日 �曙 �行　　事　　内　　容 �時　　間 �実施会場 �担当係名 �目的や主な対象など �詳　細 
、2 （ 7 �木 （ 火 �申　込　み　受　付 �8：30－17：0憾街轡 ��保健衛生係 �印鑑持参のこと �8ページ 

5 �目 �○。春まつりoO �10：00－ �総合運動 �社会教育係 �子供はみんな �5ページ 
第3回子とも祭り �15：00 �公田グフ ウンド ��集まろう．／ 

7 �火 �妊　　婦　　相　　談 �9：30－ �役場保健室 �保健衛生係 �妊産婦 �8ページ 

定　例　区　長　会 �13‥30－　医会縫 ��企画譲陛係 �各区畏 � 

8 ） 13 �水 ！ 月 �三種混合予防接種 申　込　み　受付 �8：30－17：0糖経営 ��保健衛生係 �印鑑持参のこと �8ページ 

9 �木 �ポリオ生ワク予防接穂 �13：10－14車央公蛾 ��保健街生係 � �8ページ 

10 �金 �老　人　会　度　会 �9：30－　巨人憩の家 ��福　祉　係 �各地区老人クラブ会長 � 心　配iこ　と　相　談 �13：00－16車軸別館 ��福　祉　係 �料金無料で相談内容は秘 密厳守。お気軽に。 � 

定例体育指導委員会 �19：00－1中央公瑚 ��体　育　係 �各体育指導委員 � 

12 �日 �軟式野球競技（2日目） �8：如一　憐朗 ��体　育　係 �準決勝、決勝戦 � 

13 �月 � � �� �島津 � 

結核レントゲン検診 � �通宮公民館 �保健衛生係 �道営 �9ページ 
若松公民館 � �若松 � 

出場者申込締切日 �－17：00 �勤労者体育 センター �体　育　係 �5月26日実施 �下　　段 

14 �火 �乳　　児　　相　　談 �9：30－ �役場保健室 �保健衛生係 � �8ページ 

15 �水 �三種混合予防接種 �13：30－・ �中央公民館 �保健衛生係 �生後24－48カ月児 �8ページ 

15 ） �水 （ �日本脳炎予防接穂 �各医院の診猿時間内 ��保健衛生係 �3歳以上の希望者 �8ページ 

陸
上
カ
ー
ニ
バ
ル

出
場
者
募
集
中

▽
日
　
時
　
5
月
2
6
日
（
日
）

開
会
式
9
時

競
技
開
始
9
時
5
0
分

▽
場
　
所
総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
種
　
目
　
（
単
位
は
メ
ー
ト
ル
）

○
中
学
の
都
（
学
年
別
）

男
子
＝
百
、
四
百
、
千
五
百
、
走
幅
跳

走
高
跳
、
砲
丸
技

女
子
＝
首
、
二
百
、
八
百
、
走
幅
跳
、

走
高
跳
、
砲
丸
投

○
青
年
の
部
（
S
5
0
・
4
・
1
以
降
出
生
者
）

男
子
＝
百
、
四
百
、
千
五
百
、
五
千
、

走
幅
跳
、
走
高
跳
、
砲
丸
投

女
子
＝
百
、
二
百
、
八
百
、
走
幅
跳
、

走
高
跳
、
砲
丸
投

〇
一
般
の
郭
（
年
齢
制
限
な
し
）

男
子
＝
百
、
四
百
、
走
幅
跳
、
走
高
跳
、

砲
丸
投

女
子
仕
官
、
走
幅
跳
、
走
高
跳
、
砲
丸
毀

○
公
関
銭
技

男
子
＝
百
、
五
千
、
走
幅
跳
、
砲
丸
投

を
年
齢
別

女
子
＝
百
、
二
千
、
走
幅
跳
を
年
齢
別

▽
出
現
制
限
一
人
二
種
目
以
内

▽
申
込
締
切
　
5
月
1
3
日
（
月
）

▽
そ
の
他
参
加
者
各
自
弁
当
持
参
の
こ
と

▽
申
込
先
社
会
教
育
課
体
育
係
（
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
内
）


